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これらの化合物はいずれも C2 対称で 2 つのベンゼン環を発色団として持っているため，励起子理論
の適用には好都合と思われた。


















は， 4 位だけにカルボニル基を導入し，対称性を低下させたモノケトンには，この couplet が観測さ
れないことからも明らかである。(皿)， (町)の系では，励起子理論による旋光性の解析結果と X線




ン誘導体の CD スペクトルの励起子理論による解析で決定した絶対構造が Bijoet法による X線構造解
析の結果と一致しないことを見い出した。本研究は遷移モーメントの重心位置の影響が少ない 2 ， 6-二
置換エタノーおよび孟テノアントラセンおよび二個のベンゼン発色団聞の距離が大きく電荷移動相互
作用が無視できると考えられる 5 ， 11- メタノー 5 ， 6 , 11 , 12- テトラデヒドロー 2 ， 3 ， 9 ， 8- テトラ
メトキシジベンゾ (a ， eJ シクロオクタテトラエンならびに2 ， 3 : 6 ， 7ージベンゾピシクロ (3.3.0J オ
クタ -2 ， 6- ジエン誘導体を合成，光学分割し，その CD スペクトルを解析することにより，上記のみ
一致の原因を明らかにすることを目的として行れた。
1 ， 5- ジアミノーおよび1 ， 5- ジメトキンカルボニルーエタノーアントラセンは対応するエテノ体とは






あるが， αー帯， p-帯に励起子分裂による正負，正負の coupletが観測され， x線構造解析により絶対
構造が決められている(-)ーアルゲモニンと対掌的構造であると考えられ，励起子理論による推論に
一致するものと考えられる。
(+)-2 , 3: 6 ， 7- ジベンゾピシクロ (3.3.0) オクター2 ， 6- ジエンー4 ， 8- ジオンの CD スペクトルは
類似の (+)-2 ， 3: 6 ， 7- ジベンゾ (3.3.1) ノナー2 ， 6- ジエンー4 ， 8ージオンとは対掌的な CDスペクト
ルを与え 1 S ,. 5Sの絶対構造が推定される。 CD スペクトルはr帯および分子内電荷移動吸収帯が共
に負正，負正の couplet を示し， 1 S , 5S として励起子理論による説明と合致する。
以上の中尾君の研究は堅固な分子構造を持ち遷移モーメント重心位置が絶対構造決定に重要な因子
とならない 2 ， 6-二置換ーエタノーおよびエタノアントラセンを用いて発色団間の電荷移動相互作用の
存在を明らかにし，さらに発色団の距離を遠ざけることによってこの相互作用を減少せしめることに
より励起子理論の適用が可能となることを示したものであって， CD スペクトルによる絶対構造の決
定に関し貴重な知見を加えたものであり 理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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